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■
申
告
が
必
要
な
人
は
？

・
事
業
所
得
（
農
業
・
営
業
な

ど
）、不
動
産
所
得
、雑
所
得
（
原

稿
料
や
印
税
な
ど
）
の
所
得
が

あ
る
人

・
給
与
所
得
者
の
う
ち
、
勤
務

先
か
ら
村
に
給
与
支
払
報
告
書

が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支

払
い
を
受
け
て
い
て
、
年
末
調

整
を
し
て
い
な
い
人

・
年
末
調
整
を
受
け
て
い
る

が
、
医
療
費
控
除
な
ど
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
人

・
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
の
加
入
世
帯
の
人

（
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
を
し

な
い
と
国
民
健
康
保
険
税
や
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
軽
減

判
定
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
）

・
後
日
、
所
得
証
明
書
や
課
税

証
明
書
が
必
要
に
な
る
人

■
自
分
で
書
い
て
提
出
を

　

村
で
は
、
申
告
会
場
で
の
混

雑
を
少
な
く
す
る
た
め
、
あ
ら

か
じ
め
申
告
書
や
農
業
所
得
な

　
申
告
は
、
昨
年
（
平
成
27
年
1
月
か
ら
12
月
）
の
所
得
を
計
算
し
、

村
・
県
民
税
な
ど
の
税
額
を
決
め
る
た
め
に
行
う
大
切
な
手
続
き
で

す
。
村
で
は
申
告
・
納
税
相
談
の
受
け
付
け
を
2
月
16
日
（
火
）
か

ら
3
月
15
日
（
火
）
ま
で
行
い
ま
す
。
事
前
に
必
要
な
書
類
を
準
備

し
て
、
申
告
を
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ど
の
収
支
内
訳
書
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

記
入
に
当
た
っ
て
は
、
申
告

書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
「
平
成

28
年
度
村
民
税
・
県
民
税
申
告

書
の
書
き
方
」
を
参
考
に
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
告
会

場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申

告
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、

皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
に
必
要
な
書
類
は
、
役

場
税
務
会
計
課
や
各
申
告
会
場

に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
、

係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

（
国
民
健
康
保
険
税
）

期　日 地　区　名 会　場 期　日 地　区　名 会　場
2 月 16 日（火） 瀬月内、宇堂口、泥の木

村老人福祉
センター

3 月   2 日（水） 荒谷、伊保内上

村山村開発
センター

2 月 17 日（水） 平内、妻の神、戸田舘の下 3 月   3 日（木） 二ッ家、鹿島
2 月 18 日（木） 戸田上、戸田下 3 月   4 日（金） 伊保内下、小倉
2 月 19 日（金） 戸田地区の申告未済者 3 月   6 日（日） 村内全域日曜日申告受付日
2 月 22 日（月） 田代、柿の木

江刺家ふるさ
とセンター

3 月   7 日（月） 川向
2 月 23 日（火） 江刺家上、江刺家下 3 月   8 日（火） 南田
2 月 24 日（水） 道地、丸木橋、山屋、細屋 3 月   9 日（水） 伊保内地区申告未済者
2 月 25 日（木） 江刺家地区の申告未済者 3 月 10 日（木）

村内申告未済者
2 月 26 日（金） 山根

村山村開発
センター

3 月 11 日（金）
2 月 28 日（日） 村内全域日曜日申告受付日 3 月 14 日（月）
2 月 29 日（月） 長興寺上、長興寺下 3 月 15 日（火）
3 月   1 日（火） 大向、五枚橋、荒田、雪屋

所
得
税
と
村
県
民
税
の

申
告
準
備
は
お
早
め
に

●受付時間：　午前の部（9：30 ～ 11：30）　午後の部（13：00 ～ 15：30）
※ 上記の期間中、役場税務会計課窓口での申告相談はできませんのでご了承ください。

平成28年度  申告・納税相談日程表

　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、

九
戸
村
に
住
所
が
あ
る
人
で
、

次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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■
日
曜
日
の
受
け
付
け
は

　
２
月
28
日
と
３
月
６
日

　

申
告
・
納
税
相
談
の
日
程
は
、

右
ペ
ー
ジ
の
表
の
通
り
で
す
。

　

都
合
が
付
か
な
い
場
合
は
、

指
定
日
以
外
の
日
で
も
申
告
を

受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
平
日
都
合
が
付
か
な

い
人
の
た
め
に
、
2
月
28
日
と

3
月
6
日
の
日
曜
日
に
申
告
を

受
け
付
け
ま
す
。
村
内
全
域
の

人
が
対
象
と
な
り
、
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
収

支
計
算
や
書
類
の
整
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
代
理
で
の
申
告

　

同
じ
世
帯
の
人
の
分
を
、
ま

と
め
て
申
告
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
家
族
が
申
告
す
る
場
合

に
は
、
上
記
の
「
申
告
に
必
要

な
も
の
」
を
確
認
し
、
必
要
な

書
類
を
そ
ろ
え
て
会
場
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
年
金
の
源
泉
徴
収
票
が

　
送
付
さ
れ
ま
す

　

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人

に
は
、
1
月
中
旬
か
ら
下
旬
に

か
け
て
日
本
年
金
機
構
か
ら
公

的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
が

郵
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
の

ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な
ど
の
理

由
で
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、

こ
の
源
泉
徴
収
票
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。
源
泉
徴
収
票
が

届
か
な
い
場
合
や
紛
失
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
‐
０
５

‐
１
１
６
５
）
ま
た
は
二
戸
年

金
事
務
所
（
☎
23
‐
４
１
１
１
）

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
障
害
者
控
除
対
象
者
認

　
定
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

所
得
税
法
に
よ
る
障
害
者
控

除
の
対
象
と
な
る
人
に
は
「
精
神

ま
た
は
身
体
に
障
害
が
あ
る
65

歳
以
上
の
者
で
、
市
町
村
長
の
認

定
を
受
け
る
者
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
九
戸
村
で
は
、
要
介

護
認
定
さ
れ
た
人
や
寝
た
き
り

の
人
な
ど
障
害
者
に
準
ず
る
と

認
め
ら
れ
る
人
に
対
し
て
「
障
害

者
控
除
対
象
認
定
書
」
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　
要
介
護
認
定
状
況
や
、
主
治
医

の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で

交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
役
場
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
郵
送
で
提
出
で
き
る
人

⃝
�

自
分
で
収
入・支
出
を
計
算
し
、

申
告
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
た
人
（
収
支
内
訳
書
、
社

会
保
険
料
や
生
命
保
険
な
ど

の
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
）

⃝
�

収
入
が
な
い
人
（
必
ず
「
収
入

な
し
」
の
旨
を
申
告
書
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
）

▽�

郵
送
先
…
九
戸
村
役
場
税
務
会

計
課
税
務
徴
収
班
（
〒
０
２
８

‐
６
５
０
２　
九
戸
村
大
字
伊

保
内
10
‐
11
‐
6
）

①あらかじめ送付されている申告書
　�申告書が配布された人は、必要事項を記入して会場にお持ちください。前年度に所得税の確定申告を行っ
た人は、税務署から申告書が送付されます。（電子申告を行った人には、申告書は送付されません。）

②所得控除に必要な書類
　�○社会保険料控除…領収書、控除証明書／○生命保険料や地震保険料控除…保険会社などが発行する証
明書／○医療費控除…領収書（支払証明書）／○障害者控除…障害者手帳など

③所得の計算に必要な書類
　�○給与所得・年金所得がある人…源泉徴収票〈源泉徴収票がない場合は、給与明細書や勤務先の住所、
会社名を調べてお持ちください。所得税の還付を受ける場合は、源泉徴収票が必ず必要です。〉
　○事業所得や不動産所得がある人…収支内訳書
　○雑所得、一時所得がある人…所得に係る内容を証明できる書類
　○譲渡所得がある人…契約書
④印鑑
⑤所得税の還付申告をする人は、口座番号が分かるもの
⑥所得税の振替納付を希望する人は、口座番号が分かるものと通帳の届出印

書類の作成・申告が 24時間可能

☎
申
告
に
関
す
る
問
い
合
せ

□
九
戸
村
役
場
税
務
会
計
課

　
　
☎
４
２-

２
１
１
１

内
線 

２
２
２

□
二
戸
税
務
署

　
　
☎
２
３-

２
７
０
１

e-Tax で申告すると…
　　①　自宅からネットで申告できる
　　②　添付書類の提出省略
　　③　還付がスピーディー
詳しくは、国税庁 のホームページをご覧ください。

(www.nta.go.jp)

ネ ッ ト が 便 利

申告・納税

申告に必要なもの◆　◆　◆ ◆　◆　◆

e-Tax
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◆
加
入
状
況

　

加
入
状
況
を
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
平
成
26
年
度
平
均
の

加
入
世
帯
数
は
１
０
９
４
世
帯

で
、
45
世
帯
減
少
し
、
加
入
者

（
被
保
険
者
）
数
は
２
０
１
５

人
で
、
１
２
５
人
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
末
時
点
に
お
け

る
村
の
総
世
帯
に
占
め
る
国
保

世
帯
の
割
合
は
、
50
・
０
％
で

あ
り
、
総
人
口
に
占
め
る
加
入

者
の
割
合
は
32
・
４
％
と
な
っ

て
お
り
、
前
年
度
同
時
期
と
比

べ
国
保
世
帯
は
０
・
６
％
、
加

入
者
は
０
・
４
％
と
と
も
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

◆
収
支
状
況

　

国
保
会
計
の
歳
入
総
額
は
、

前
年
度
と
比
較
し
５
８
５
１
万

円
と
減
少
し
７
億
７
５
０
２
万

円
、
歳
出
総
額
も
５
８
７
１
万

円
減
少
し
７
億
７
４
７
７
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
か
ら

歳
出
を
差
し
引
い
た
金
額
は

５
８
７
１
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

前
年
度
繰
越
金
を
差
し
引
く

と
単
年
度
に
お
け
る
収
支
額

は
、
５
８
６
７
万
円
の
黒
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨

年
度
赤
字
繰
り
入
れ
（
法
定
外

繰
り
入
れ
）
を
実
行
し
た
こ
と

や
退
職
者
医
療
制
度
の
振
替
処

理
に
よ
る
も
の
で
来
年
度
に
は

歳入
7億

7,502万円

国保税
1億3,455万円
（17.4％）

その他
159万円
（0.2％）

国庫支出金
2億2,416万円
（28.9％）

前期高齢者
交付金

1億5,866万円
（20.5％）

共同事業交付金
7,702万円
（9.9％）

一般会計繰入金
5,637万円（7.3％）

県支出金
5,938万円（7.7％）

自 主 
財 

源 ％ 
17・6

存 
財 

依 

源 82.5 ％ 

繰越金
4万円
（0.1％）

療養給付費等交付金
5,192万円（6.7％）

基金繰入金
1,133万円（1.5％）

※四捨五入によって各項目の合計が総額と合致しない場合、また
は 100％とならない場合がありますのでご了承ください。

◦国保加入者の総医療費
（老人保健分を除く、療養の給付および療養費の計）

０

１

２

３

４

５

６

７

22 23 24 25 26

５億
9,742 万円

965 万円
3,601 万円 5,905 万円

6,597 万円
4,419 万円

年度

億円

６億
2,324 万円

6億
1,331 万円

５億
5,193 万円

５億
3,143 万円

一 般

退 職

◦国保加入者１人当たりの医療費
（老人保健分を除く）

24

26

28

30

32

34

36

22　　　23　　　24　　　25　　　26年度

万円

29万
1,001円

28万
8,246円

25万
130円 27万

8,967円

32万
3,487円

33万
2,366円

34万
2,441円

29万
5,553円

30万
4,911円

29万
9,091円

県平均

九戸村

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、病
気
や
け
が
に
備
え
て
加
入
者
み
ん
な
で
出
し
合
っ
た
お
金（
国

保
税
）
を
加
入
者
が
保
険
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き
に
医
療
給
付
費
に
充
て
る
助
け
合
い
の

制
度
で
す
。
国
保
の
事
業
を
運
営
し
て
い
る
の
は
村
で
す
。
村
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
国
保
税
と
国
・
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
国
保
財
政
に
は
、
ゆ
と
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

国
保
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
今
月
は
平
成
26
年
度
の
国
保
特
別

会
計
の
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
26
年
度
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国
の
補
助
金
の
精
算
が
発
生
し

ま
す
の
で
、
厳
し
い
状
況
に
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
歳
　
入

　

最
も
大
切
な
財
源
で
あ
る
皆

さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い

た
国
保
税
は
、
現
年
度
課
税

総
額
１
億
３
３
２
２
万
円
で
収

納
額
は
１
億
２
８
９
８
万
円
、

収
納
率
は
96
・
84
％
と
な
り
ま

し
た
。
滞
納
繰
越
分
の
収
納
額

で
あ
る
５
５
７
万
円
を
合
わ

せ
た
国
保
税
の
収
納
総
額
は

１
億
３
４
５
５
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
５
４
２
万
円
減

少
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
主
な
歳
入
の

項
目
を
前
年
度
と
比
較
し

て
み
ま
す
と
、
国
庫
支
出

金
が
２
９
５
２
万
円
減
の

２
億
２
４
１
５
万
円
、
県
支

出
金
が
１
１
９
０
万
円
増
の

５
９
３
８
万
円
、
退
職
者
医

療
制
度
の
療
養
給
付
費
等
交

付
金
が
１
２
０
４
万
円
減
の

５
１
９
１
万
円
、
前
期
高
齢
者

交
付
金
が
６
０
５
万
円
増
の

１
億
５
８
６
６
万
円
、
共
同
事

業
交
付
金
が
１
２
３
３
万
円
増

の
７
７
０
２
万
円
、
前
年
度
繰

越
金
が
２
３
２
０
万
円
減
の

４
万
円
、
村
の
一
般
会
計
か
ら

国
保
会
計
に
対
す
る
法
定
繰

入
金
は
、
５
０
７
万
円
減
の

５
６
３
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。◆

歳
　
出

　

一
般
被
保
険
者
と
退
職
被
保

険
者
の
医
療
費
（
療
養
の
給
付

費
と
療
養
費
）
の
総
額
【
患
者

が
負
担
す
る
一
部
負
担
金
（
３

割
等
）
と
村
で
負
担
す
る
分

（
７
割
等
）
を
合
計
し
た
額
】

は
、
５
億
７
５
６
２
万
円
で
前

年
度
と
比
較
し
、
４
２
２
８
万

円
減
少
し
て
お
り
、
数
年
振
り

に
６
億
円
を
下
回
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
国
保
が
支
払
っ
た

金
額
は
、
４
億
１
８
０
６
万

円
で
３
０
３
６
万
円
減
少
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
額
療

養
費
等
は
８
８
３
万
円
減
の

５
０
６
３
万
円
、
出
産
育
児

一
時
金
は
２
５
２
万
円
減
の

84
万
円
、
葬
祭
費
は
33
万
円

増
の
72
万
円
と
な
り
、
保
険

給
付
費
全
体
で
は
前
年
度

よ
り
４
１
２
５
万
円
減
の

４
億
７
５
５
１
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
ほ
か
主
な
歳
出
の
項

目
を
前
年
度
と
比
較
し
て
み

ま
す
と
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
が
７
２
６
万
円
減
の

１
億
８
９
８
万
円
、
共
同
事

業
拠
出
金
が
４
１
２
万
円
増

の
９
９
７
９
万
円
、
介
護
納

付
金
が
２
３
２
万
円
減
の

５
５
６
４
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
な
お
、
平
成
26
年
度
は
、

財
政
調
整
基
金
積
立
金
を
全
て

取
り
崩
し
た
た
め
、
積
立
金
が

０
円
と
な
り
、
今
後
も
厳
し
い

財
政
運
営
と
な
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

歳出
7億

7,478万円
保険給付費

4億7,551万円
（61.4％）

後期高齢者支援金
1億898万円
（14％）

共同事業拠出金
9,980万円
（12.9％）

介護納付金
5,565万円
（7.2％）

保健事業費　
569万円（0.7％）

総務費
906万円（1.2％）

その他　
2,009万円（2.6％）

◦国保加入者の推移（老人保健分を除く）

年　度 22 23 24 25 26

加入者 2,427 2,364 2,248 2,140 2,015

内
訳

一 般 2,379 2,290 2,147 1,999 1,888

退 職 48 74 101 141 127
（単位：人）

◦被保険者１人当たりの国保税調定額

5

6

7

8

9

22　　　23　　　24　　　25　　　26年度

万円

5万
9,406円

6万
5,160円

6万
6,263円6万

2,050円 5万
8,945円

7万
6,054円

8万
2,191円

8万
3,248円

7万
4,853円 7万

1,140円

市町村名 税　　額 収納率 医療費

九戸村 66,263円 96.61％ 288,246円

二戸市 83,368円 90.93％ 322,403円

一戸町 73,630円 94.88％ 325,592円

軽米町 72,354円 94.49％ 281,424円

（現年度課税一般被保険者分）

県平均

九戸村

◦１人当たりの国保税調定額と医療費
（平成26年度）
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《
平
成
26
年
度
》

■
人
件
費
と
職
員
給
与
費

　
「
人
件
費
」
と
は
、
給
料
と
職
員

手
当
（
期
末
・
勤
勉
・
扶
養
・
通
勤
・

時
間
外
・
退
職
な
ど
）
を
合
わ
せ

た
職
員
給
与
費
の
ほ
か
に
、
村
長

や
村
議
会
議
員
な
ど
の
特
別
職
の

給
料
や
報
酬
も
含
め
た
広
い
範
囲

の
経
費
を
い
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
の
人
件
費
は
表
❶

の
通
り
５
億
８
７
１
８
万
円
で
一

般
会
計
歳
出
額
の
14
・
５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
職
員
給
与
費
の
状
況

は
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
予
算

（
下
水
道・水
道
を
除
く
）で
み
る
と
、

表
❷
の
通
り
で
す
。
一
般
職
の
給

料
や
職
員
手
当
な
ど
給
与
費
と
し

て
３
億
３
３
５
７
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

■
職
種
と
給
料

　

職
員
の
職
種
は
、
一
般
行
政
職
、

年　度 支給総額 職員一人当たりの支給額
平成25年度 5,121千円 83千円
平成26年度 5,615千円 92千円

表❽　時間外勤務手当

※選挙事務従事者の時間外勤務手当は含まない。

区　　　分 平均給料月額 平均年齢
一般行政職 297,000 円 40歳７カ月
医　療　職 236,900 円 36歳６カ月

表❸　職員の平均給料月額と平均年齢
（平成27年4月1日現在）

表❶　人件費の状況（平成26年度一般会計決算より）

◦歳出総額　　　　　　40億4,392万円
◦人件費が占める割合　14.5％（5億8,718万円）
※人件費には、村長や村議会議員などの特別職の給料、報酬が含まれ
　ています。

支給期 期末手当 勤勉手当
6月期 1.225月分 0.75月分

12月期 1.375月分 0.75月分
計 2.60　月分 1.5　月分

表❼　期末・勤勉手当の状況（平成27年4月1日現在）

表❹　初任給の状況（平成27年4月1日現在）

一般行政職
（大学卒）

決定初任給 163,600 円
採用２年経過 174,200 円

一般行政職
（高校卒）

決定初任給 142,100 円
採用２年経過 146,500 円

村
職
員
の
給
与
を
公
表

◦給与費総額　　　　　　　◦給与費内訳
　3億3,357万円
◦職員数　　　　　
　65人　
◦職員一人当たり　
　513万円

表❷　職員給与費の状況（平成27年度一般会計予算より）

※職員手当には、退職手当および児童手当などは含みません。
※職員数には、上下水道の公営企業などの職員は含みません。

医
療
職
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
平
均
給
料
月
額
と
平
均
年
齢
を

示
し
た
も
の
が
表
❸
で
す
。
一
般

行
政
職
の
初
任
給
の
状
況
は
表
❹
、

一
定
年
数
を
経
過
し
た
時
点
で
の

給
料
月
額
は
表
❺
の
通
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
給
料
表

　

一
般
行
政
職
の
職
員
に
適
用
さ

れ
る
「
給
料
表
」
は
、
経
験
年
数

や
責
任
の
度
合
い
に
よ
っ
て
５
級

に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
標
準
的

な
職
務
内
容
と
そ
の
職
員
数
、
構

成
比
は
表
❻
の
通
り
で
す
。

■
職
員
手
当

▽
期
末
・
勤
勉
手
当
（
表
❼
）
…

民
間
企
業
の
ボ
ー
ナ
ス
に
当
た
る

も
の
で
、
支
給
割
合
は
国
と
同
じ

で
す
。

▽
時
間
外
勤
務
手
当
（
表
❽
）
…

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務

し
た
職
員
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

区　分 一般行政職
（大学卒）

一般行政職
（高校卒）

10年以上15年未満 261,700 円 198,700 円
20年以上25年未満 － 318,200 円
30年以上35年未満 381,900 円 376,300 円
※大学卒で 20年以上 25 年未満は該当者なし。

表❺　経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成27年4月1日現在）

※医療職４人を除く、合計 61人

表❻　一般行政職の級別職員数の状況
（平成27年4月1日現在）

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 計
標準的な
職務内容

主事
主事補 主事 主任 課長補佐

主査
課長

課長補佐 -

職員数
（人） 24 ７ ７ 14 ９ 61

構成比
（％） 39.3 11.5 11.5 23.0 14.7 100.0

　
村
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
よ
り
快
適
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
目

指
し
、
村
で
は
い
ろ
い
ろ
な
業
務
や
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

を
担
う
村
職
員
の
給
与
は
、
村
の
条
例
や
規
則
で
定
め
ら
れ
た
一
定
の

基
準
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
月
は
村
職
員
の
給
与
な
ど

の
主
な
内
容
と
人
事
行
政
の
運
営
な
ど
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

給料
2億2,732万円
（68.1％）

期末勤勉手当
8,062万円
（24.2％）

職員手当
2,563万円
（7.7％）



7 広報くのへ◦2016（Ｈ28）２月

区　 分 男性
職員

女性
職員 計 備　　考

育児休業
取得者数 ０人 １人 １人 26年度に新たに取得

表⓮　育児休業の利用状況（平成26年度）

処分内容 処分者数
分限処分 ０人
懲戒処分 ０人

表⓫　分限および懲戒処分の状況（平成26年度）

研　修　名 期間・日数（延べ） 人数
新規採用職員研修（前期・後期）   ７日 ６人
一般職員研修   ６日 ６人
市町村職員研修   １日 ３人
管理者・監督者級等研修   ７日 ７人
専門研修（財務、法規事務など） 16 日 10 人

表⓯　職員の研修状況（平成26年度）

▽
扶
養
・
住
居
手
当
（
表
❾
）
…

支
給
内
容
は
表
の
通
り
で
、
国
の

制
度
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

▽
通
勤
手
当
（
表
❾
）
…
通
勤
の
た

め
自
動
車
を
利
用
し
て
い
る
職
員
に

は
距
離
に
応
じ
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
職
員
数
の
状
況

　

職
員
の
定
数
は
条
例
で
上
限
が

決
め
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

業
務
内
容
や
業
務
量
な
ど
を
総
合

的
に
判
断
し
な
が
ら
、
適
正
な
配

置
に
努
め
て
い
ま
す
。
村
の
部
門

別
職
員
数
の
状
況
は
表
❿
の
通
り

で
す
。

■
特
別
職
等
の
報
酬
な
ど（
表
⓬
）

　

特
別
職
の
う
ち
村
長
、
教
育
長
、

村
議
会
議
員
に
は
給
料
（
報
酬
）
と

期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
人
事
管
理

▽
分
限
お
よ
び
懲
戒
処
分
の
状
況

（
表
⓫
）
…
平
成
26
年
度
中
に
処
分

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
職
員
の
休
暇
状
況
（
表
⓭
・
⓮
）

…
職
員
の
休
暇
に
は
年
次
や
育
児

休
業
の
ほ
か
、
病
気
・
結
婚
休
暇

な
ど
の
特
別
休
暇
が
あ
り
ま
す
。

▽
職
員
の
研
修
状
況
（
表
⓯
）
…

研
修
に
職
員
を
派
遣
し
、
資
質
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

▽
職
員
の
健
診
受
診
状
況
（
表
⓰
）

…
健
康
診
断
を
実
施
し
、
職
員
の

健
康
保
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

区　　　　分 対象職員数 受診者数 受診率
生活習慣病予防健診

・胸部Ｘ線検診 75 人 68 人 90.6％

表⓰　職員の健康診断の状況（平成26年度）

※特別職を含む。

総付与
日　数

総使用
日　数

対　象
職員数

平均使用
日 数 消化率

2,157 日 718 日 57 人 12.6 日 33.3％

表⓭　一般職員の年次有給休暇使用状況（平成26年中）

※新規採用職員、途中退職者、育児休暇取得者を除く。 表❿　部門別職員数の状況（平成27年4月1日現在）

部　門 平成26年 平成27年 前年度比

一般行政

議　 会 2 2 0
総　 務 16 14 ー 2
税　 務 5 5 0
農林水産 9 8 ー 1
商　 工 1 1 0
土 木 5 5 0
民 生 15 17 ＋２
衛 生 4 5 ＋１
小 計 57 57 0

特別行政
教 育 6 5 ー 1
小 計 6 5 ー 1

公営企業

国 保 3 3 0
下 水 道 2 2 0
水 道 3 3 0
小 計 8 8 0

合　計 71 70 ー 1

区　分 九戸村の内容

扶養手当

配偶者 13,000円
配偶者以外 6,500円
配偶者のない場合の
扶養親族１人目 11,000円

16 歳から 22 歳までの子
（１人につき） 5,000円加算

住居手当 借家・借間は家賃に応じて27,000円を限
度に支給

通勤手当

交通機関
利 用 者

運賃相当額50,000円を限度に
支給

交通用具
使 用 者

通勤距離２k m以上の者に、
1,600円から12,900円の範囲で
距離に応じて支給

表❾　扶養・住居・通勤手当（平成27年4月1日現在）

区　分 給料・報酬月額 期末手当
村　長 500,000円

支給割合
【６月期】1.475月分
【12月期】1.625月分
【　計　】3.1    月分

教育長 450,000円
議　長 230,000円
副議長 182,000円
議　員 165,000円

表⓬　特別職等の報酬などの状況（平成27年4月1日現在）

※村長、教育長は平成 24年 7月から減額後の金額。
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南
サ
ツ
さ
ん
（
柿

の
木
）
が
１
月
15
日
、

１
０
２
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
、
五
枚
橋
久
夫
村

長
が
自
宅
を
訪
問
し
祝

福
し
ま
し
た
。

　

人
と
話
す
の
が
好
き

な
南
さ
ん
は
、
元
気
な

声
で
昔
話
を
楽
し
そ
う

に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
昨
年
ま
で
は
画
用

紙
に
ク
レ
ヨ
ン
を
使
っ

て
絵
を
描
い
て
い
た
そ

う
で
、
花
や
食
べ
物
、

人
物
な
ど
、
描
か
れ
た

た
く
さ
ん
の
作
品
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

南サツさ
ん元気に談笑 102 歳

102 歳を祝福される南サツさん（中）

　

村
新
春
書
き
初
め
大
会
が
１

月
10
日
に
村
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
18
名
は
学
年
ご
と
決
め

ら
れ
た
課
題
を
制
限
時
間
60
分

以
内
に
書
き
上
げ
て
い
ま
し
た
。

新
春
を
迎
え
気
持
ち
も
新
た
に

し
た
参
加
者
た
ち
は
、
力
い
っ

ぱ
い
堂
々
と
筆
を
走
ら
せ
て
い

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
入
賞

者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
特
選

山
下
広
禅
（
伊
保
内
小
１
年
）

山
本
汐し

織お
り
（
長
興
寺
小
２
年
）

山
下
茜あ
か
ね（
伊
保
内
小
４
年
）

櫻
庭
貫
之
（
戸
田
小
５
年
）

荒
田
千ち

尋ひ
ろ
（
軽
米
高
２
年
）

■
金
賞

千
葉
和
香
愛
（
長
興
寺
小
２
年
）

小
野
寺
詩
温
（
同
小
３
年
）

大
畑
愛あ
い

桜ら

（
伊
保
内
小
４
年
）

七
戸
和
人
（
江
刺
家
小
４
年
）✿

特
選
受
賞
作
品

指先に神経を集中させ、筆を運ぶ参加者

山
本
龍
之
介
（
長
興
寺
小
４
年
）

櫻
庭
千
鶴
（
戸
田
小
５
年
）

櫻
庭
佳
之
（
同
小
５
年
）

中
野
感
大
（
長
興
寺
小
５
年
）

千
葉
彩
愛
（
同
小
５
年
）

山
下
須す

瑞ず

（
伊
保
内
小
５
年
）

七
戸
瑠
美
奈
（
九
戸
中
２
年
）

■
銀
賞

大
畑
龍
斗
（
伊
保
内
小
２
年
）

中
野
結
友
（
長
興
寺
小
３
年
）

気
持
ち
新
た
に　
筆
に
集
中

　

山
本
カ
ネ
さ
ん
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
、
五
枚
橋
久
夫
村
長
は

利
用
し
て
い
る
折
爪
荘
へ

訪
問
し
祝
福
し
ま
し
た
。

山
本
さ
ん
が
若
い
頃
は
息

子
家
族
と
酪
農
を
経
営
。

80
歳
ぐ
ら
い
ま
で
は
一
緒

に
汗
を
流
し
て
い
た
そ
う

で
す
。
や
き
と
り
や
ホ
ヤ

が
好
き
で
今
で
も
好
ん
で

食
べ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

当
日
は
ス
カ
ー
ト
を
は

い
て
祝
福
を
受
け
、
周
り

の
お
祝
い
に
に
こ
や
か
な

山本カネさ
ん笑顔で 100 歳

笑
顔
で
答
え
て
い
る
の
が
印
象

的
で
し
た
。

山本カネさん（中）の 100 歳を祝福
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平
成
28
年
村
消
防
団
出
初
め

式
が
１
月
10
日
、
伊
保
内
小
学

校
校
庭
な
ど
で
開
か
れ
ま
し
た
。

新
春
の
柔
ら
か
な
陽
光
が
降
り

注
ぐ
中
、
村
消
防
団
員
や
婦
人

消
防
協
力
隊
員
な
ど
約
２
１
０

人
が
参
加
。

　
式
で
は
川
畑
勝
美
団
長
が﹁
先

人
が
築
い
て
き
た
伝
統
を
引
き

継
ぎ
な
が
ら
、
時
代
に
即
し
た

消
防
団
の
在
り
方
を
考
え
、
今

新
春
に
誓
う  

無
火
災
安
心  

九
戸
村

まさざね館前を威風堂々と分列行進
後
も
郷
土
の
繁
栄
の
た
め
さ
ら

に
努
力
し
て
い
き
た
い
﹂
と
訓

示
。
統
監
で
あ
る
五
枚
橋
久
夫

村
長
が
﹁
昨
年
は
機
能
別
消
防

団
員
制
度
を
発
足
さ
せ
た
。
任

務
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
安

心
し
て
暮
せ
る
村
づ
く
り
に
一

層
精
進
し
て
ほ
し
い
﹂
と
あ
い

さ
つ
。

　

部
隊
は
隊
列
を
変
え
、
統
監

か
ら
観
閲
を
受
け
、
団
員
た
ち

は
力
強
い
ま
な
ざ
し
で
目
迎
・

目
送
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
部
隊
は
移
動
し
街

の
駅
ま
さ
ざ
ね
館
前
で
分
列

行
進
。
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
に

合
わ
せ
て
節
度
あ
る
行
進
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
団
員
た
ち
は
引

き
締
ま
っ
た
表
情
で
式
に
臨

み
、
無
火
災
で
安
心
安
全
な

村
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を

誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
消
防
団
長
に
よ

る
定
例
表
彰
も
行
わ
れ
、
次

の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
。
氏
名
後
の
○

内
の
数
字
は
分
団
名
、
●
内

の
数
字
は
協
力
隊
名
）

《
消
防
団
長
定
例
表
彰
》

■
竿
頭
綬

第
７
分
団
（
平
内
・
妻
の
神
）

■
永
年
勤
続
功
労
章︵
勤
続
20
年
︶

細
川　
照
人
⑤　
白
銀　
幸
雄
⑨

■
功
労
章
︵
勤
続
15
年
︶

下
高
山
朋
徳
①　
千
葉　
智
彦
③

上
山　
和
博
④　
千
葉　
　
明
⑥

小
笠
原
孝た
か

法の
り
⑧　
小
林　
正よ
し

宗の
り
⑧

下
村　
一
矢
⑧　
髙
倉　
直
樹
⑧

山
下　
俊
明
⑧　
秋
元　
光
浩
⑬

中
村　
真
樹
⑭　
三
澤　
淳
一
⑭

■
功
績
章
︵
勤
続
10
年
︶

松
本　
勝
利
④　
七
戸　
明
宏
⑤

上
村　
真
樹
⑪　
安
堵
城
正
人
⑪

《
婦
人
消
防
協
力
隊
表
彰
》

■
功
労
章
︵
勤
続
10
年
︶

室
野　
幸
恵
❶　
松
坂
理
恵
子
❶

佐
々
木
幸
子
❶　
下
村
美
江
子
❶

■
功
績
章
︵
勤
続
５
年
︶

日
野
澤
雅
子
❷　
橋
山　
輝
美
❷

関
口　
恵
美
❷　
小
笠
原
景
子
❹ 長年の功労者へ表彰状が贈呈

　

九
戸
村
で
は
夜
間
の

交
通
事
故
防
止
お
よ

び
、
本
村
の
魅
力
を
村

外
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
９
月
１
日

～
10
月
31
日
に
か
け
て

九
戸
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
公

募
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
村
内
外
か
ら
10

点
の
応
募
が
あ
り
、
こ
れ
ら
作

品
の
中
か
ら
優
秀
賞
１
点
、
佳

作
１
点
を
決
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
採

用
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
は
優
秀
賞

の
作
品
と
な
り
ま
す
。

■
優
秀
賞
に
佐
藤
康
輔
さ
ん

　

優
秀
賞
に
輝
い
た
の
は
、
本

村
鹿
島
の
佐
藤
康
輔
さ
ん
（
37

歳
）
の
作
品
で
す
。
作
品
の
意

◆ご当地プレートデザイン決定◆

図
は
本
村
を
代
表
す
る
九
戸
政

實
を
モ
チ
ー
フ
に
、
背
景
に
九

戸
神
社
と
折
爪
岳
、
九
曜
紋
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
九
戸

政
實
の
村
を
大
き
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
佳
作

に
は
和
歌
山
県
の
北
野
公
一
さ

ん
（
71
歳
）
の
作
品
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

■
入
賞
作
品
へ
商
品
券

　

選
考
委
員
に
は
本
村
在
住
の

美
術
有
識
者
や
地
域
振
興
に
関

わ
る
４
人
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
選
考
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
遠
く
か
ら
見
て
も
一

目
で
ナ
ン
バ
ー
や
本
村
が
分
か

る
な
ど
、
全
体
の
可
視
性
に
重

点
を
置
き
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
優
秀
賞
に
は
九
戸
村

商
品
券
（
１
万
円
分
）、
佳
作
に

は
同
（
５
千
円
分
）
を
贈
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
採

用
さ
れ
た
ナ
ン
バ
ー
は
修
正
を

加
え
、平
成
28
年
４
月
１
日（
金
）

か
ら
の
交
付
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班
（
☎

42
︲
２
１
１
１
内
線
２
３
３
・

山
本
）

優秀賞　佐藤康輔さんの作品

自賠責
シール
見本

優秀賞　佐藤康輔さんの作品

自賠責
シール
見本見本見本

九 戸 政 實 公 の 郷九 戸 政 實 公 の 郷
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皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

して、江刺家神楽保存会が権現舞を演舞

出来たての餅が来場者へ無料で振る
舞われました

子どもも参加しきねと臼で餅をつ
きました

交通安全祈願祭に約 60名
交通死亡事故ゼロの継続誓う
　村交通安全祈願祭が１月４日、村山村開発センターで開か
れました。村交通安全母の会連合会会員や一般歩行者など約
60名が参加。祈願祭では神事が執り行われ、今年一年の交
通死亡事故ゼロを祈願しました。二戸地区交通安全協会九戸
分会の田澤忠雄会長が「夜光反射材の着用率向上を図り、子
どもや高齢者などの交通事故減少に努めたい。関係機関と連
携を取りながら交通事故の無い、安全で安心な地域づくりに
取り組んでいきたい」と意識を高めていました。

１月３日オドデ館初売り
振る舞いや景品ににぎわう
　道の駅おりつめオドデ館の初売りが、１月３日に同施
設で行われました。初売りに合わせ同施設レストランに
て初売りの会が行われ、伸びてきている売り上げがさら
に伸びるように、関係者が集まり共に祈願しました。　
　店内では特別価格の商品が多く並べられ、搾りたての
牛乳や甘茶が振る舞われました。また、入口付近では餅
つきも行われ、つきたての餅があんこや雑煮、わさびな
どで味付けされ無料で提供されました。さらに、福引抽
選会も行われ、現金や商品など数多く用意され、豪華景
品が当たったことを知らせる鈴も多く響いていました。

村文化協会が創立 40周年記念式典
40周年を祝し発展祈願
　村文化協会創立40周年記念式典が12月20日、HOZホー
ルで開かれました。加盟20団体や招待者など約80名が集
まり、40年目の節目を共に祝いました。式典では、会長を
歴任した４名に感謝状が贈呈され、長年の功績がたたえら
れました。記念講演では、県芸術文化協会の柴田和子会長
が「芸術文化は人づくり」について講演。県協会での取り
組み状況や﹃継続は宝である』と説明していました。その後、
祝賀会が行われ、集まった参加者は40周年を祝福するとと
もに、さらなる芸術文化の発展と地域振興を祈願しました。

40周年を共に祝福し、乾杯をする参加者

交通事故の減少を祈願する参加者
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今年一年の無病息災、商売繁盛を祈願

空クジなしで豪華景品が振る舞われ
た福引抽選会

受賞の喜びを五枚橋村長へ報告する菅原さん（左）と渡さん

公衆衛生功労者に選出
２名が功労者表彰
　公衆衛生功労者として菅原ミセさ
ん（伊保内上）が県知事表彰、渡ツ
ヤさん（川向）が県食生活改善推進
員団体連絡協議会長表彰を受賞しま
した。12月17日、県庁会議室で行
われた表彰式に２人が出席し、表彰
状が贈呈されました。
　菅原さんは平成４年から24年間、
村食生活改善推進員協議会会員とし
て監事および理事に在職。子どもか
ら高齢者までの幅広い食育活動を活
発的に行ってきました。渡さんは昭
和61年から30年間、村食生活改善
推進員を務め、地域住民や会員がお
互いに活動しやすいようサポート活
動に力を入れ受賞となりました。

望月正彦社長（右）の講演に熱心に耳を傾ける参加者

おもてなし研修会に約 150 名
復興から学ぶおもてなし
　おもてなし研修会は12月13日、村内から約150名が集ま
りHOZホールで開かれました。今年開催されるいわて国体に
向けて、おもてなしの心を学ぼうと村民憲章推進実践協議会
が初めて企画。三陸鉄道㈱代表取締役・望月正彦社長が「三
陸鉄道復旧・復興の取り組みとおもてなしのこころ」につい
て講演しました。震災に遭ってからの三陸鉄道の復旧対応に
ついてや、おもてなしの心を持って歌声列車やお座敷列車な
ど新企画に取り組んでいることが紹介されました。 街路灯寄贈の目録を受け取る五枚橋久夫村長（中）

街路灯７基寄贈
明るい街づくりへ支援
　東北電力㈱二戸営業所から本村へ街路灯が寄贈されまし
た。地域社会の明るい街づくりに向けた取り組みを支援し
ようと、12月16日にLED街路灯７基が寄贈されました。
村では各行政区から要望を取りまとめ、東北電力へ伝達。
本年度はLED街路灯７基が無料で設置されることとなり
ました。設置に当たっては、㈱ユアテック二戸営業所が無
償で工事を行い、設置費用は東北電力㈱二戸営業所が支払
い、平成28年３月までに設置される予定です。
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第
18
回
村
長
杯
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
１
月

18
日
、
村
屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
雪
が
し
ん

し
ん
と
降
る
肌
寒
い

中
、
村
内
か
ら
６
チ
ー

ム
が
出
場
。
選
手
た
ち

は
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
ほ
ど
、
元
気
に
声
を

荒谷が優勝に輝く

　

和わ

囲い

和わ

囲い

し
よ
う
会
が
12
月

13
日
、
荒
田
集
落
セ
ン
タ
ー
で

開
か
れ
ま
し
た
。
荒
田
地
区
民

約
30
名
が
参
加
し
、
地
域
内
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
や
ま
び
こ
」
に
よ

る
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
や
、

九
戸
駐
在
所
署
員
に
よ
る
交
通

安
全
の
説
明
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
の
食
事
会
で
は
、

地
域
住
民
が
親
睦
を
深
め
、
交

流
の
輪
を
深
め
ま
し
た
。

つ
な
ぐ
深
め
る
荒
田
の
輪

交流を深めながら競技を楽しみました

や
ま
び
こ
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
楽
し
む
参
加
者

　

戸
田
元
村
自
治
会
が
１
月
11

日
、
農
産
加
工
施
設
い
ろ
り
庵
で

小
正
月
行
事
の
女
正
月
を
行
い

ま
し
た
。
日
頃
の
女
性
の
労
苦
を

ね
ぎ
ら
い
、
男
性
が
女
性
を
も
て

な
し
ま
し
た
。
男
性
約
15
名
が
朝

か
ら
餅
つ
き
や
そ
ば
打
ち
を
開

始
。
雑
煮
や
そ
ば
、
き
な
粉
餅
な

ど
で
集
ま
っ
た
女
性
30
名
ほ
ど

を
も
て
な
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、

談
笑
し
な
が
ら
料
理
に
舌
鼓
を

打
ち
、
ひ
と
時
の
安
ら
ぎ
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

女
正
月
で
安
ら
ぎ
満
喫

掛
け
合
い
な
が
ら
競
技
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
大
会
で
は
１

打
で
逆
転
し
た
り
、
試
合
の
流

れ
が
大
き
く
変
わ
っ
た
り
と
熱

戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　
競
技
の
結
果
、
優
勝
が
荒
谷
、

２
位
が
伊
保
内
上
、
３
位
が
伊

保
内
下
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
交
通
指
導
員
初
点
検
式
が

１
月
４
日
、
役
場
会
議
室
で
開

か
れ
ま
し
た
。
式
に
は
交
通
指

導
員
６
名
が
出
席
し
、
五
枚
橋

久
夫
村
長
か
ら
服
装
や
身
分
証

の
点
検
を
受
け
ま
し
た
。

　
最
後
に
、髙
﨑
信
隊
長
が
「
関

係
団
体
と
協
力
し
、
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
の
継
続
や
飲
酒
運
転

の
撲
滅
な
ど
を
村
民
へ
呼
び
掛

け
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
、
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し

た
。

　
　
明
る
い
村
へ

　
　
　
　
　
決
意
新
た
に

初
点
検
式
で
決
意
表
明
す
る
、

村
交
通
指
導
員
髙
﨑
信
隊
長（
手
前
）

　

村
地
域
安
全
推
進
隊
出
動
式

は
１
月
４
日
、
役
場
会
議
室
で

開
か
れ
ま
し
た
。
地
域
安
全
推

進
員
４
名
が
参
加
し
、
新
年
を

迎
え
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い

ま
し
た
。

　

五
枚
橋
久
夫
村
長
が
「
本
村

に
お
い
て
も
特
殊
詐
欺
に
遭
う

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
犯
罪

を
未
然
に
防
止
し
、
明
る
い
村

の
建
設
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
」

と
訓
示
を
述
べ
、
意
欲
を
高
め

て
い
ま
し
た
。

五
枚
橋
村
長
か
ら
身
分
証
や
服
装
の

点
検
を
受
け
る
村
地
域
安
全
推
進
員

女
性
を
も
て
な
そ
う
と

男
性
が
協
力
し
て
そ
ば
打
ち
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賀
状
読
む
心
の
杖
と
な
り
し
友

息
災
を
笑
い
で
繋つ

な

ぐ
初
電
話

し
が
ら
み
の
想
い
を
綴つ

づ

る
初
便
り

田
村　

畦
畔

冬
シ
ャ
ツ
は
父
の
温
も
り
今
に
持
つ

玄
関
に
紅
白
葉
牡
丹
で
ん
と
据
え

無
事
祈
る
妻
の
手
術
や
小
雪
降
る

襟
立
て
て
病
院
帰
り
や
寒
の
入
り

櫻
庭　

義
也

牛
達
の
餌
食
む
音
や
息
白
し

書
初
め
や
父
の
買
い
来
し
太
い
筆

裏
山
を
離
れ
し
月
の
冴
え
わ
た
り

冬
ぬ
く
き
厨

く
り
や
に
移
り
長
電
話

渡　

赤
藤

姑は
は

包
む
淡
き
桃
色
冬
の
シ
ャ
ツ

暖
冬
に
少
し
の
不
安
農
語
る

菅
野　

岑
子

渓
深
く
音
な
き
音
の
水
の
秋

看み

取
り
女め

に
い
つ
し
か
萩は
ぎ

の
実
と
な
り
し

闘
病
記
短
か
く
し
る
す
秋
灯
下

日
を
返
し
瞬
時
輝
ふ
枯
野
か
な

冬
部　

雪
女

珠
と
抱
く
孫
の
愛
し
や
冬
温ぬ

く

し

大
き
め
の
冬
シ
ャ
ツ
孫
に
購

あ
が
な
ひ
し

冬
夕
焼
九
戸
連
峰
染
め
つ
く
す

初
神
楽
権
現
様
の
神
の
音

高
島
ふ
み
女

葉
牡
丹
を
軒
端
に
並
べ
峡か

い

和
む

孫
親
子
迎
え
浮
き
う
き
三
ヶ
日

幸
先
に
孫
と
手
つ
な
ぐ
初
詣

舘
村　

青
村

大
渦
な
き
九
戸
郷
里
や
初
日
の
出

産
土
の
明
け
て
眩ま

ぶ

し
き
初
景
色

初
売
り
や
ど
で
ん
ど
で
ん
と
お
ど
で
館

葉
牡
丹
の
葉
の
絶
妙
な
る
至し

芸げ
い

か
な

【
十
二
月
席
題
詠
よ
り
】

心
界
の
巾
広
が
り
て
忘
れ
句
座　
　
　
（
ふ
み
女
）

熱
意
も
て
そ
れ
が
人
生
年
惜
む

降
る
雪
や
人
間
ド
ッ
ク
今
終
る　
　
　
（
畦　

畔
）

触
れ
て
み
て
頃
合
い
よ
ろ
し
吊
し
柿

冬
晴
れ
や
上
手
く
い
き
そ
う
何
も
彼
も（
赤　

藤
）

屋
根
を
打
つ
霰

あ
ら
れ
に
惑
う
牛
愛い
と

し　
　
　
（
義　

也
）

乾
杯
の
グ
ラ
ス
高
高
忘
れ
句
座　
　
　
（
雪　

女
）

箸
迷
う
忘
年
句
会
の
馳
走
か
な　
　
　
（
青　

村
）

　

嫁
に
き
て
か
ら
60
歳
ぐ
ら
い
ま
で
乳

牛
を
や
っ
て
い
た
下
田
沢
さ
ん
。
40
～

80
歳
ぐ
ら
い
ま
で
商
店
に
頼
ま
れ
、
冬

は
は
ん
ち
ゃ
や
着
物
も
縫
っ
て
い
た
。

今
で
も
冬
以
外
は
毎
日
外
に
出
て
家
庭

菜
園
で
野
菜
を
育
て
て
い
る
そ
う
で
す
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
好
き
嫌
い
な

く
何
で
も
食
べ
る
こ
と
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
週
１
回
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
へ
行
く
こ
と
が
楽
し
み
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
28
歳
の
時
に

夫
を
亡
く
し
、
子
ど
も
３
人
を
育
て
、

仕
事
に
追
わ
れ
る
日
々
だ
っ
た
。

◆
趣
味
・
特
技
は
？　
釣
り
が
趣
味
で
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
年
に
10
回
ぐ
ら
い
は
釣
り
に

行
っ
て
い
る
。

◆
休
み
の
日
は
？　
子
ど
も
と
い
る
こ
と
が

多
く
、
野
球
や
ス
キ
ー
を
し
た
り
家
族
と
買

物
に
出
掛
け
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。

◆
一
番
の
楽
し
み
は
？　
野
球
を
指
導
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
が
う
ま
く
な
っ
て
い
く
の

を
見
る
の
が
楽
し
い
。

◆
一
番
熱
中
し
て
い
る
こ
と
は
？　
釣
り
用

の
仕
掛
け
を
作
っ
て
い
る
と
き
が
楽
し
い
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
に

乗
っ
て
家
族
一
緒
に
旅
行
に
行
っ
て
み
た
い
。

友
達
の
輪
を
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
、
自
分

の
友
人
を
紹
介
し
て
い
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
︒
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　県内外で朗読活動を行っている２名
による恒例の朗読会です。心を揺さぶ
られる朗読の世界にどっぷりつかって
みませんか。

■日にち　２月26日（金）
■時　間　開場：午後６時
　　　　　開演：午後６時30分
■会　場　村公民館（HOZホール）
■出　演　俳優　樹原　ゆり
　　　　　俳優　高橋　和久
■入場料　一般　500円
　　　　　高校生以下　無料
■その他　託児所設置あり

朗読予定作品
第１部　●まわるおすし
　　　　●わたしから、ありがとう
第２部　●みをつくし料理帖
　　　　　～狐のご祝儀～

　第１部
　（子ども向け）
　午後６時40分　　
　　　～
　　 午後７時30分

くのへ朗読会

　   第２部
（高校生以上向け）
　午後７時45分　　
　　　～
　　 午後８時45分

　

希
望
郷
い
わ
て
国
体
九
戸
村

実
行
委
員
会
は
１
月
23
日
、
国

体
開
幕
ま
で
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
ボ
ー
ド
を
、
村
公
民
館
の
玄

関
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ド
の
お
披
露
目
は
、
同

日
村
公
民
館
で
開
催
の
婦
人
の

つ
ど
い
の
席
上
で
行
わ
れ
、
会

場
の
約
２
０
０
人
が
見
守
る

中
、
伊
保
内
保
育
園
の
園
児
が

ボ
ー
ド
を
運
び
込
み
、
国
体
開

幕
ま
で
の
残
り
日
数
２
５
８
日

を
掲
示
。
わ
ん
こ
ダ
ン
ス
を
踊

り
、
国
体
開
催
の
機
運
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

開
幕
ま
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
（
右
）
と

伊
保
内
保
育
園
の
園
児
た
ち ボ

ー
ド
を
園
児
ら
が
元
気
に
設
置

いわて国体

図書室利用者へ
2月中

‟しおり”プレゼント
　

村
民
読
書
の
日
の
取
り
組

み
と
し
て
、
２
月
中
に
村
公

民
館
図
書
室
を
利
用
し
た
人

に
特
製
の
〝
し
お
り
〞
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

平成28年10月２日（日）
ナインズ球場で軟式野球競技を開催

九戸村の‟食の恵み”で「おもてなし」！

村民総
参加

宣言

女性教室「国体おもてなし料理を作ろう」
参加者の皆さん＝12月17日、完成し
たおもてなし料理を前に

国体に向けた「おもてなし研修会」参加者の皆さ
ん＝12月13日、講師の望月正彦先生（左から６
番目）と一緒に国体サポーター宣言 !!

国体の開催を契機に村づくりを推進

第
二
回

平
成
28
年
２
月
７
日（
日
）
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○開館時間／平日９時～19時・土日祝９時～17時
○休　館　日／年末年始

Books ❖ 今月のおすすめ図書

　自分を信じきれず、個性や
「らしさ」を探しながらも一
方で人と違わないことに心砕
く若者たち。未来に希望を思
い描くのも難しい。そんな10
代に魂を揺さぶる数々の物語
を通して悩むことや、傷つく
ことを恐れず、伸びやかに生
きよう！とエールを送る。

大人になるっておもしろい？
清水　真砂子　著／岩波書店

不動の魂
五郎丸　歩　著／実業之日本社

あっ！命の授業
ゴルゴ松本　著／廣済堂出版

　勝利は必然。ラグビー
に奇跡などない。
　蹴るときには何も考え
ていない。頭にあるのは
自分のルーティングが守
れているかどうかだけだ。
　日本のフルバックが楕
円球と共に歩んだラグビ
ー人生を語る。

　
　

１
月
８
日
に
、

生
徒
会
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
が
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
前
11
時
20

分
ま
で
九
戸
中
学
校

校
大
会
議
室
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
研
修
会

に
は
、
１・
２
年
生

の
生
徒
会
本
部
・
各

専
門
委
員
長
・
応
援

団
長
・
副
団
長
・
学

年
生
徒
会
の
リ
ー

ダ
ー
た
ち
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

主
な
研
修
内
容
は
、「
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
在
り
方
」
と
題

し
て
大
久
保
順
子
教
諭
か
ら
講

話
、
今
後
の
生
徒
会
・
委
員
会

活
動
の
実
施
計
画
書
検
討
の
た

め
の
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。全
校
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
心
構
え
を
確
か
に
し
、

今
後
の
活
動
の
た
め
に
多
く
の

　

旅
は
非
日
常
で
あ
り
、
旅
に

出
掛
け
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
〝
き
っ
か
け
〞
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
今

ま
で
話
し
た
こ
と
の
な
い
人
と

話
し
て
仲
良
く
な
っ
た
り
、
苦

手
な
は
ず
の
早
起
き
か
ら
散
歩

が
や
み
つ
き
に
な
っ
た
り
…
。

　
12
月
１
日
か
ら
の
４
泊
５
日
、

京
都
・
奈
良
・
大
阪
へ
の
修
学

旅
行
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

薬
師
寺
で
お
坊
さ
ん
の
説
法
を

聴
い
た
折
、「
反
応
が
な
い
！
そ

ん
な
こ
と
で
は
通
用
し
な
い
」

「
皆
さ
ん
自
己
ア
ピ
ー
ル
を
し
な

さ
い
」
な
ど
、
ご
も
っ
と
も
な

お
叱
り
の
内
容
。
翌
日
の
自
主

研
修
で「
班
ご
と
に
全
員
が
写
っ

て
い
る
写
真
を
撮
っ
て
く
る
」

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
道
す
が
り

の
人
に
撮
影
を
お
願
い
す
る
な

ど
、
早
速
実
行
し
て
い
ま
し
た
。

　

帰
り
の
一
句
。「
帰
り
た
い
、

帰
り
た
く
な
い
、
も
う
仙
台
？
」

で
も
、
や
っ
ぱ
り
家
族
と
再
会

す
る
と
、
そ
れ
ま
で
張
り
つ
め

て
い
た
糸
が
切
れ
、
笑
顔
に
な

る
瞬
間
。「
た
だ
い
ま
〜
」

　

み
ん
な
が
何
か
を
感
じ
て
い

た
に
違
い
な
い
旅
で
し
た
。
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
ご

家
族
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
致
し

ま
す
。

２
学
年
長　

石
川　

千
枝　

修
学
旅
行
か
ら
得
た
貴
重
体
験

ア
イ
デ
ィ
ア
を
共
有
し
、
九
戸

中
の
生
徒
会
活
動
が
さ
ら
に
充

実
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。 

（
副
校
長　
野
田　
寛
）

リーダーの自覚高める

大久保順子教諭から学んだリーダー研修会

　日本はスゴイ国です。こ
とだまの国です。
　「出来る」と言ったら未来
が出て来る。「出来ない」と
言ったら未来が出て来ない。
だから「出来ない」と言っ
ては駄目なのです。あなた
に贈る、もっともっと楽し
く生きるためのヒント！

　涙と感動の真実の物語。
死を望んだ幼少期の闘病生
活、信じた会社からの裏切
り、大成功した会社の理不
尽な倒産、かけがいのない
人との死別…。それでも人
生を否定せず、ひたむきに
生きる著者を支えた人々、
珠玉の言葉たち。

それでも人生にYESを
富樫　康明　著／WAVE出版

※2016年若い人に贈る読書のすすめより



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

16

問
税
務
会
計
課
税
務
徴
収
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
３
２

国
保
だ
よ
り

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

皆
さ
ん
は
『
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
』
を
ご
存
知
で
す
か
？
日
本

語
で
は『
運
動
器
症
候
群
』と
言
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
筋
肉
や
骨
・
関
節
に
痛
み
や

障
害
が
生
じ
る
こ
と
で
、「
立
つ
」「
歩
く
」

と
い
っ
た
機
能
が
低
下
し
て
い
る
状
態

を
言
い
ま
す
。
進
行
す
る
と
日
常
生
活

に
も
支
障
が
生
じ
、
寝
た
き
り
や
要
介

護
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
自
分
の
足
で
歩
き
、
健
康
寿
命

を
長
く
す
る
た
め
に
、
ロ
コ
モ
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
！

■
気
軽
に
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
！

　

以
下
の
項
目
は
、
全
て
筋
肉
・
骨
・

関
節
の
衰
え
の
サ
イ
ン
で
す
。
１
つ
で

も
当
て
は
ま
る
人
は
要
チ
ェ
ッ
ク
！

⃝

片
脚
立
ち
で
靴
下
が
履
け
な
く
な
っ

　
た

⃝

家
の
中
で
つ
ま
ず
い
た
り
滑
っ
た
り

　
す
る
こ
と
が
あ
る

⃝

階
段
を
上
る
の
に
手
す
り
が
必
要

⃝

家
の
や
や
重
い
仕
事
（
掃
除
機
・
布

　
団
上
げ
）
が
困
難

⃝

２
㎏
程
度
の
買
い
物
を
し
て
持
ち
帰

　
る
の
が
困
難

⃝

15
分
く
ら
い
続
け
て
歩
く
こ
と
が
で

　
き
な
い

⃝

横
断
歩
道
を
青
信
号
で
渡
り
き
れ
な

　
い

■
ロ
コ
モ
を
予
防
す
る
ロ
コ
ト
レ

　

た
っ
た
２
つ
の
運
動
で
す
。
毎
日
続

け
ま
し
ょ
う
！

☆
片
脚
立
ち
（
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
つ
け

る
運
動
）

　

左
右
１
分
間
ず
つ
、
１
日
３
回
行
い

ま
し
ょ
う
。
床
に
着
か
な
い
程
度
に
片

脚
を
上
げ
ま
す
。
転
倒
し
な
い
よ
う
に
、

つ
か
ま
る
も
の
が
あ
る
場
所
で
行
い
ま

す
。

☆
ス
ク
ワ
ッ
ト
（
下
肢
筋
力
を
つ
け
る

運
動
）

（
保
健
師　
河
村　
侑
乃
）

ロ
コ
モ
予
防
で
健
康
生
活

《スクワット》

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、
病
気

や
け
が
の
と
き
に
加
入
者
み
ん
な
で
助

け
合
う
制
度
で
す
。
国
保
税
は
、
医
療

費
や
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
な
ど

の
給
付
の
費
用
と
な
る
大
切
な
財
源
と

な
り
ま
す
。
国
保
税
を
納
め
な
い
人
が

い
る
と
「
助
け
合
い
」
の
仕
組
み
が
成

り
立
た
な
く
な
り
、
国
保
の
運
営
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
加
入
者
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
の
制
度
を
維

持
す
る
た
め
、
国
保
税
の
納
付
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
国
保
税
の
決
め
方

　
そ
の
年
に
予
測
さ
れ
る
医
療
費
か
ら
、

加
入
者
が
病
院
な
ど
で
支
払
う
一
部
負

担
金
と
国
や
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
を

差
し
引
い
た
も
の
が
、
国
保
税
の
総
額

と
な
り
ま
す
。

　

国
保
税
は
年
度
ご
と
に
決
め
ら
れ
、

年
度
途
中
で
国
保
に
加
入
・
脱
退
が
あ
っ

た
と
き
は
、
月
割
で
計
算
し
た
分
が
課

税
さ
れ
ま
す
。
職
場
の
健
康
保
険
（
社

保
な
ど
）
か
ら
離
脱
し
た
と
き
や
他
の

市
区
町
村
か
ら
転
入
し
た
と
き
は
、
そ

の
月
の
分
か
ら
の
課
税
と
な
り
ま
す
。

■
国
保
税
を
納
め
な
い
で
い
る
と

　

納
期
が
過
ぎ
て
も
国
保
税
を
納
め
な

い
で
い
る
と
督
促
が
行
わ
れ
ま
す
。
督

促
手
数
料
や
延
滞
金
を
徴
収
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
納
め
な
い
で
い
る
と
、
通

常
の
保
険
証
で
は
な
く
、
有
効
期
間
が

短
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
有
効

期
間
が
短
い
の
で
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
更
新

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
別
な
事
情
も
な
く
納
期

限
か
ら
１
年
以
上
滞
納
が
続
き
、
納
税

相
談
な
ど
に
も
応
じ
て
い
た
だ
け
な
い

と
き
は
、
保
険
証
の
返
還
と
「
資
格
証

明
書
」
の
交
付
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
資
格
証
明
書
と
は

　

資
格
証
明
書
は
、
国
保
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
の
も
の

で
す
。
よ
っ
て
、
保
険
医
療
機
関
に
お

い
て
、
提
示
し
て
も
保
険
給
付
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
保
険
医
療
機

関
を
受
診
す
る
と
医
療
費
の
10
割
（
全

額
）
を
自
分
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、

後
で
役
場
で
手
続
き
を
行
い
、
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
国
保
税
は
必
ず
期
限
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

国
保
税
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
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９
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３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、
全
国
一

斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
期
間
中
は
５
分
団
管
轄
（
細
屋

地
区
）
一
般
家
庭
の
防
火
指
導
を
行
い

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
二
戸
地
域
で
は
火
災
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
冬
期
間
は
特

に
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
す
の

で
、
暖
房
器
具
な
ど
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

村内の火災・救急（12月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 1 件 6 件 ＋ 1 件
救 急 28 件 297 件 ＋ 18 件

３
月
１
日
～
７
日
は
全
国
火
災
予
防
運
動

除
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
を

利
用
す
る
場
合
は
、
自
分
の
Ｉ
Ｄ
や
パ

ス
ワ
ー
ド
を
し
っ
か
り
管
理
し
、
連
番

や
誕
生
日
な
ど
の
推
察
さ
れ
や
す
い
パ

ス
ワ
ー
ド
設
定
や
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス

で
同
じ
パ
ス
ワ
ー
ド
の
使
い
回
し
は
止

め
ま
し
ょ
う
。

⃝

実
在
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
を

模
倣
し
た
り
、
連
絡
先
を
偽
っ
た
「
偽

サ
イ
ト
」
が
蔓
延
し
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
利
用
す
る

際
は
、
よ
く
内
容
を
確
認
し
、
信
頼
の

で
き
る
サ
イ
ト
を
利
用
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

他
人
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
不
正

に
入
手
し
、
本
人
に
な
り
す
ま
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
を
不
正
に
利
用
す
る
「
不
正

ア
ク
セ
ス
」
や
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
不
正
送
金
」
事
案
が
多
発
す

る
な
ど
、
個
人
の
財
産
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
、
企
業
の
営
業
秘
密
や
顧
客
情
報

を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
犯
罪
が
相
次
い
で

い
ま
す
。

　

防
御
に
弱
い
パ
ソ
コ
ン
や
サ
ー
バ
ー

か
ら
は
、
自
分
の
財
産
や
個
人
情
報
が

盗
ま
れ
た
り
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
踏
み

台
と
な
っ
て
、他
の
企
業
や
個
人
を
狙
っ

た
重
大
な
犯
罪
に
利
用
さ
れ
る
と
い
っ

た
こ
と
も
実
際
に
起
き
て
い
ま
す
。

■
基
本
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

⃝

不
正
な
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
よ
る
被
害
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
た
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ア
プ
リ
な
ど

で
他
人
か
ら
配
信
さ
れ
た
ソ
フ
ト
や
ア

プ
リ
は
不
用
意
に
利
用
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

⃝

心
当
た
り
が
な
い
送
信
者
か
ら
の

メ
ー
ル
や
怪
し
げ
な
件
名
で
送
ら
れ
た

メ
ー
ル
は
危
険
で
す
。
開
か
な
い
で
削

多
発
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
犯
罪

村内の交通事故（12月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 3 件 － 4 件
物損事故 8 件 76 件 ＋ 8 件
負 傷 者 0 人 3 人 － 6 人
死 亡 者 0 人 0 人 － 1 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ±0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数…… 448日
（12月31日現在）

た
と
き
の
総
付
加
保
険
料
の
２
万
４
千

円
に
対
し
、
65
歳
か
ら
の
老
齢
基
礎
年

金
と
一
緒
に
受
け
取
れ
る
付
加
年
金
の

額
は
、
年
額
１
万
２
千
円
と
な
り
ま
す
。

（
留
意
事
項
）

⃝

付
加
保
険
料
の
納
付
に
は
申
込
書
の

　

提
出
が
必
要
で
、
納
付
は
申
し
込
ん

　
だ
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

⃝
�

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
人
は
、

付
加
保
険
料
を
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

　

年
金
額
を
少
し
で
も
多
く
受
け
取
り

た
い
人
は
、
国
民
年
金
保
険
料
に
付
加

保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
プ
ラ
ス

し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に

付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
支
給
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

付
加
年
金
の
額
は
、「
２
０
０
円
×
付

加
保
険
料
を
納
付
し
た
月
数
」
で
計
算

さ
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
５
年
間
納
め

年
金
が
多
く
受
け
取
れ
る
付
加
年
金

～
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
強
い
社
会
づ
く
り
～

い
で
い
る
と
督
促
が
行
わ
れ
ま
す
。
督

促
手
数
料
や
延
滞
金
を
徴
収
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
納
め
な
い
で
い
る
と
、
通

常
の
保
険
証
で
は
な
く
、
有
効
期
間
が

短
い
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
有
効

期
間
が
短
い
の
で
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
更
新

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
特
別
な
事
情
も
な
く
納
期

限
か
ら
１
年
以
上
滞
納
が
続
き
、
納
税

相
談
な
ど
に
も
応
じ
て
い
た
だ
け
な
い

と
き
は
、
保
険
証
の
返
還
と
「
資
格
証

明
書
」
の
交
付
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
資
格
証
明
書
と
は

　

資
格
証
明
書
は
、
国
保
の
被
保
険
者

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
の
も
の

で
す
。
よ
っ
て
、
保
険
医
療
機
関
に
お

い
て
、
提
示
し
て
も
保
険
給
付
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
保
険
医
療
機

関
を
受
診
す
る
と
医
療
費
の
10
割
（
全

額
）
を
自
分
で
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、

後
で
役
場
で
手
続
き
を
行
い
、
払
い
戻

し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め

に
も
、
国
保
税
は
必
ず
期
限
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
ビン・金物 ２月１日㊊ ２月２日㊋ ２月８日㊎
空 き 缶 ２月15日㊎ ２月16日㊋ ２月22日㊊
粗 大 ご み ２月９日㊋
紙・プラ類 ２月12日㊎ ２月17日㊌ ２月25日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

２ ７ 小野寺クリニック 46-2822 ２ ７ 窪島歯科医院 23-2425

11 おりそ内科循環器クリニック 22-2251 11 ますだ歯科クリニック 26-8282

14 浄法寺診療所 38-2021 14 森川歯科医院 23-6361

21 松井内科医院 33-2201 21 沢藤歯科医院 25-4002

28 菅整形外科皮膚科クリニック 23-7311 28 國香歯科医院 23-2764

２月

①職種②就業場所③年齢④基本給⑤資格など

◎1月12日現在の求人情報から掲載して
います。求人に関するお問い合わせは、ハ
ローワーク二戸（☎23-3341）まで。求人
情報は役場ロビーでも配布しています。

  岩手芸術祭
小中美術展

　第68回岩手芸術祭小・中学校美
術展の出品作品から優れた作品を
選定して行う巡回小・中学校美術
展を下記の通り開催します。
■期日　２月16日（火）～17日（水）
■場所　村公民館（HOZホール）
■時間　午前９時～午後５時30分
■問い合わせ　村公民館（☎42-
2111内線312）

求人情報
■有限会社  阿部悦三商店　①食肉
加工作業員（正社員以外）②九戸
村③不問④122,567円⑤普通自動車
免許一種、雇用期間：採用日～３
カ月、試用期間３カ月
■大崎運輸  有限会社　①一般事務
員（正社員）②九戸村③64歳以下
④134,250円～203,250円⑤普通自
動車免許一種、パソコン操作、試
用期間３カ月
■有限会社  折爪運送　①捕獲作業
員（正社員）②九戸村など③69歳
以下④177,000円～224,200円⑤普通
自動車免許一種、試用期間７日間
■特定非営利活動法人  カントリー
ハウス愛住　①介護員（パート労
働者）②九戸村③不問④700円⑤週
５日以内勤務、試用期間２カ月
■有限会社  中村一郎商店　①ガソ
リンスタンド販売員（正社員）②
九戸村③59歳以下④130,000円～
160,000円⑤普通自動車免許一種、
試用期間３カ月
■株式会社  サンデー　①販売係
（パート労働者）②九戸村③不問
④695円⑤雇用期間：採用日～６カ
月、試用期間２カ月、土日祝勤務
■有限会社  竹村商事　①ブロイ
ラー出荷作業員（正社員）②九戸
村など③18歳以上④149,500円～
161,000円⑤普通自動車免許一種、
試用期間14日間

  第２クリーン
環境報告会

■期日　２月26日（金）

  村外に在住の人へ
広報くのへを郵送

　村外に住んでいて「広報くのへ」
の郵送を希望する人に、毎月広報
紙の送付を行っています。
■申込方法　郵送先の住所と氏名
を明記の上、140円切手12枚を添
えて、九戸村役場総務企画課広報
担当（〒028-6502岩手県九戸郡
九戸村大字伊保内10-11-6）へ持参、
または郵送してください。
■申込締切　３月10日（木）
■問い合わせ　総務企画課庶務財
政班（☎42-2111内線168）

　　　　午後１時30分～午後４時
■場所　いわて県北クリーン株式
会社　会議室
■申込期限　２月22日（月）　
■申し込み・問い合わせ　
住民生活課保健衛生班（☎ 42-
2111内線123）
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お知らせ・情報

INFORMATION
九戸村役場 ☎ 0195(42)2111
http://www.vill.kunohe.iwate.jp/

編集後記
◆1月22日にやっとでオープンしたくの
へスキー場。昭和56年に営業開始以来、平
成19年と同等に遅いオープンとなったよ
うです。◆年を重ねるごとにスキー場より
暖房の方が恋しく感じるようになっている
気はしますが、スキー場に足を運ぶ回数を
減らさないようにしたいものです。（下村）

  育英奨学資金
貸与制度について

　本村に住所を有する者の子弟で、
学費の支弁が困難と認められる学
生・生徒に本村でも奨学金の貸与
を行う制度があります。
■申込期限
２月８日（月）～３月31日（木）
■奨学金の月額
高等学校など　　　15,000円以内
高等専門学校など　30,000円以内
大学など　　　　　40,000円以内
■申し込み・問い合わせ
村教育委員会事務局教育総務班（☎
42-2111内線333）

人のうごき
（平成28年1月1日現在）

●人　口　　６，１５３　人　  （ー８）
　　男　　　 ２，９６９　人　  （ー７）
　　女　　　 ３，１８４　人  　（ー１）
●世帯数　　２，１６６世帯  　（＋２）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 １１　人  （１０６人）
　 転　 出　　　 １３　人  （１２８人）
　 出　 生　　 　　５　人  　（３７人）
　 死　 亡　　　 １１　人  （１０７人）

（カッコ内は１月からの累計）

  28年度の学童保育
児童を募集します

　村では学童保育事業の平成28年
度利用児童を募集しますので、希望
者は期日までに申し込みください。
■対象児童　昼間保護者のいない
世帯の小学1年生～4年生
■開所時間
○平日 下校時～午後6時　
○学校休業日（長期休み・振替休日）
　午前8時～午後6時
○休所日　日曜日・祝祭日、お盆
（8/13 ～ 19）、年末年始（12/29
～1/3）、その他必要と認めた日
■保育料　
月額2,000円（生活保護世帯・第
２子以降、父子・母子世帯は5割
免除）、おやつ・教材費など月額
2,500円、共済保険料年額2,000円）
■募集期間
２月15日（月）～26日（金）
■申し込み・問い合わせ
　住民生活課地域福祉班（☎42-
2111内線202）または社会福祉協
議会（☎41-1200）、村学童クラブ
（☎42-3501)へ。
※印鑑が必要です。

お詫びと訂正
　広報くのへ１月号２ページ「九戸
村合併60周年記念」の記事で、「昭
和33年に合併」とあるのは、「昭和
30年に合併」の誤りでした。３ペー
ジで「上村昭一」さんとあるのは「上
山昭一」さんの誤りでした。「作文
コンクール」の記事で「橋本春樹」
君とあるのは「橋本晴樹」君の誤り
でした。　　　　　　　　　 　　　
　また、11ページの村健康福祉大会
の記事で、「山本琴音」さんとある
のは「上村琴音」さんの誤りでした。
　お詫びして訂正します。
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村
婦
人
の
つ
ど
い
が
１
月
17
日
、

Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

村
内
の
女
性
５
団
体
が
集
ま
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
村
婦
人
団
体
連

絡
会
が
主
催
と
な
り
、
今
年
は
Ｊ

Ａ
新
い
わ
て
九
戸
地
域
女
性
部
が

幹
事
団
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
会
場
に
は
多
く
の
来
場
者

が
集
ま
り
、
女
性
の
立
場
か
ら
地

域
の
問
題
を
考
え
、
活
力
と
笑
顔

あ
ふ
れ
る
九
戸
村
を
目
指
そ
う
と
、

共
に
学
び
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
の
後
に
は
伊
保
内
保

育
園
の
園
児
12
名
が
駆
け
付
け
、

わ
ん
こ
ダ
ン
ス
を
愛
く
る
し
く
元

気
に
踊
り
、
国
体
の
成
功
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
盛
岡
つ
な
ぎ
温

泉
四
季
亭
で
専
務
取
締
役
を
務
め

る
林
晶
子
氏
を
招
き
、
お
も
て
な

し
の
心
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

林
さ
ん
は
「
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
成
功
し
た
の
は
お

せ
っ
か
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
陰
。

積
極
的
に
話
し
か
け
、
案
内
し
た

こ
と
が
成
功
に
つ
な
が
っ
た
」
と

説
明
。「
黙
っ
て
い
て
は
何
も
始
ま

ら
な
い
。
気
が
付
い
た
こ
と
は
口

に
出
し
て
、
笑
顔
で
接
し
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
「
今
年
行
わ
れ
る
い
わ

て
国
体
を
成
功
さ
せ
て
、
ま
た
岩

手
に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
お
も
て
な
し

を
し
て
ほ
し
い
」
と
強
調
し
て
い

ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
構
成
す

る
５
団
体
が
舞
踊
や
朗
読
を
披
露

し
、
会
場
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
今
回
は
伊
保
内
高
等
学
校
郷

土
芸
能
委
員
会
も
特
別
出
演
し
、

江
刺
家
神
楽
で
花
を
添
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　
閉
会
後
は
、各
団
体
が
持
ち
寄
っ

た
手
作
り
交
換
市
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
来
場
者
は
列
を
作
り
、
温
か

い
手
作
り
の
品
々
を
買
い
求
め
、

親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

村
婦
人
の
つ
ど
い
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わんこダンスを元気いっぱいに踊る伊保内保育園の園児

感
謝
の
気
持
ち
で

　
温
か
い
お
も
て
な
し

あでやかに踊るＪＡ新いわて九戸地域女性部互いに交流を深めた手作り交換市 四季亭の林専務取締役が講演
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